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全国の 
生涯学習指導員の 
みなさん！ 　

パ
ソ
コ
ン
等
に
よ
る
機
械
文
字
全
盛
の
現
代
で

は
、手
書
き
の
文
字
を
久
し
く
目
に
す
る
こ
と

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、き
れ
い
な
毛

筆
文
字
で
自
分
の
名
前
や
年
賀
状
が
書
け
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
る
人
は
、私
の
周
り
に
も
か
な

り
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。そ
う
い
う
私
も
、せ
め
て

年
賀
状
く
ら
い
は
心
の
こ
も
っ
た
手
書
き
の
毛

筆
文
字
で
近
況
を
知
ら
せ
た
い
と
思
い
立
っ
た
の

が
書
道
の
始
ま
り
で
し
た
。 

　
日
本
書
道
学
院
の
賞
状
書
士
養
成
講
座
を

受
講
し
、実
用
書
道
を
学
ん
で
８
年
目
で
待
望

の
師
範
資
格
に
合
格
。
さ
ら
に
今
年
３
月
に
は

日
本
書
道
学
院
展
の
実
用
書
道
部
門
に
お
い
て

大
賞
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
学
習
指
導
員
を
受
講
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、美
し
く
、格
調
高
い
自
分
だ
け
の
毛
筆

文
字
を
書
き
た
い
と
思
う
人
た
ち
に
少
し
で
も

お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
、自
分
の
技
術
を
広
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
だ

登
録
し
て
間
が
な
い
の
で
活
動
の
機
会
は
少
な

い
で
す
が
、市
の
社
会
教
育
課
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
に
よ
り
、さ
ら
な
る
活
動
の

機
会
の
拡
充
を
計
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
長
野
県
飯
田
市
に
あ
る
飯
田
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
１
市
２
町
２
村
の
５
地
域
か

ら
９
０
０
人
以
上（
05
年
末
現
在
）の
方
が
会
員

と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。 

　
先
般
、当
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
庭
木
の
剪

定
の
講
師
と
し
て
指
名
を
受
け
、講
習
を
行
い

ま
し
た
。
会
場
は
市
の
汚
水
処
理
施
設
竜
水
園

事
務
所
の
庭
園
で
す
。
当
初
は
ベ
テ
ラ
ン
会
員
４

名
を
補
助
者
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件

に
24
名
で
開
催
を
予
定
し
ま
し
た
が
、希
望
者

が
60
名
と
な
り
、協
議
の
結
果
参
加
者
は
40
名

ま
で
と
し
、補
助
者
を
２
名
追
加
し
て
い
た
だ
き
、

20
名
に
は
お
断
り
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

　
講
習
前
に
会
場
の
庭
園
で
樹
種
を
い
く
つ
か

選
び
、手
づ
く
り
の
学
習
資
料
を
作
成
し
ま
し

た
。
当
日
は
会
場
の
会
議
室
で
１
時
間
半
ほ
ど

講
義
し
て
か
ら
昼
食
を
挟
ん
で
３
時
ま
で
講
習

を
行
い
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
の
熱
心
さ
に
驚
き
ま

し
た
。 

　
各
人
に
指
導
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
学
習
内

容
を
欲
張
り
過
ぎ
た
こ
と
な
ど
反
省
点
も
あ

り
ま
す
が
、多
く
の
方
が
学
習
機
会
を
望
ん
で

い
る
こ
と
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
自
宅
の
庭
づ
く
り
や
整
枝
剪
定
に
興
味
を
覚

え
て
二
十
数
年
、こ
の
間
、趣
味
か
ら
は
じ
め
た

の
で
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
本
を
探
す
と
と
も
に
そ

れ
ら
を
参
考
に
、自
己
流
で
庭
づ
く
り
を
行
な
っ

て
き
ま
し
た
。 

　
あ
る
と
き
、新
聞
紙
上
で
庭
園
管
理
士
の
通

信
教
育
を
知
り
、受
講
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
し
て
修
了
後
は
続
け
て
学
習
指
導
員

の
講
習
を
受
講
し
な
が
ら
、人
に
も
の
を
教
え

る
た
め
に
は
準
備
が
い
か
に
大
切
か
を
学
び
ま

し
た
。 

　
現
在
は
学
習
指
導
員
と
し
て
受
講
生
を
前

に
講
義
す
る
機
会
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、一
方

的
に
講
義
を
す
る
の
で
は
な
く
、受
講
生
の
立

場
に
立
っ
て
話
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、庭
園
作
業
を
さ
れ
て
い
る

方
が
い
る
と
、剪
定
の
意
義
や
方
法
、施
肥
の
仕

方
、病
害
虫
の
対
処
法
、そ
の
他
気
づ
い
た
こ
と

を
助
言
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

　
い
ず
れ
に
し
ろ
将
来
は
、庭
を
愛
す
る
方
が

た
の
た
め
に
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
私
が
学
習
指
導
員
の
講
座
を
受
け
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、通
教
振
か
ら
の
案
内
で
し
た
。 

　
講
座
を
無
事
修
了
し
て
学
習
指
導
員
と
な
っ

て
か
ら
は
、多
く
の
方
が
た
と
接
す
る
機
会
が

増
え
ま
し
た
。
と
く
に
友
人
や
知
人
は
一
緒
に

作
っ
て
み
た
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
の
で
、こ
の
よ

う
な
場
合
は
友
人
宅
を
教
室
代
わ
り
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　
現
在
私
の
作
品
は
、通
院
し
て
い
る
病
院
の

受
付
や
入
院
中
の
患
者
さ
ん
の
病
室
、ふ
だ
ん

化
粧
品
を
購
入
し
て
い
る
大
型
ス
ー
パ
ー
の
化

粧
品
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
飾
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
病
院
で
は
、

「
水
を
や
ら

な
く
て
も
の

い
い
で
助
か

り
ま
す
」
と

看
護
士
さ
ん

や
患
者
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

　
私
は
重
症
筋
無
力
症
患
者
で
す
の
で
長
時

間
の
指
導
が
で
き
ま
せ
ん
が
、自
分
に
あ
っ
た
や

り
方
で
、今
後
も
気
長
に
教
え
て
い
く
つ
も
り

で
す
。 

誰
も
が
読
め
る 

美
し
く
格
調
高
い
毛
筆
文
字
を
求
め
て 

実
用
書
道
学
習
指
導
員 

星 

典
夫（
新
潟
） 

個
人
的
な
つ
な
が
り
で
広
が
っ
た 

作
品
展
示
の
場 

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
・
フ
ラ
ワ
ー
学
習
指
導
員 

村
田
さ
ち
子（
千
葉
） 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に 

庭
木
剪
定
の
講
習
を
実
施 

庭
園
技
能
学
習
指
導
員 

城
田 

薫（
長
野
） 

受
講
生
の
立
場
に
な
っ
て 

話
す
こ
と
が
大
切 

庭
園
技
能
学
習
指
導
員 

阿
部
祐
三（
北
海
道
） 

学 習 指 導 要 員 の 活 躍 記 
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■
所
沢
市
教
育
委
員
会
（
抜
粋
） 

　
当
市
で
は
、「
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク
」

制
度
を
つ
く
り
、市
民
へ
の
情
報
提
供
を
し
て
お
り
ま

す
。
学
習
指
導
員
の
活
用
の
機
会
が
当
所
で
は
な
い

も
の
で
す
か
ら
、人
材
バ
ン
ク
の
内
容
を
ご
理
解
の
上
、

ご
登
録
い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、資

料
を
お
渡
し
い
た
だ
き
た
く
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 

●
人
材
バ
ン
ク
っ
て
？ 

 

「
○
○
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
」「
○
○
の
経
験
が
豊

富
」
な
ど
、み
な
さ
ん
の
持
つ
知
識
や
経
験
を
地
域
社

会
の
た
め
、所
沢
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
生
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。そ
の
情
報
を
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
収

集
・
管
理
し
て
、求
め
る
人
へ
紹
介
す
る
制
度
が
「
人

材
バ
ン
ク
」で
す
。な
お
、登
録
者
が
活
動
す
る
場
合
、

実
費（
材
料
費
・
交
通
費
な
ど
）を
除
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
な
り
ま
す
。 

 

●
登
録
手
続
き 

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
「
登
録
申
請
書
」
が
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後

日
、「
人
材
バ
ン
ク
登
録
通
知
」
を
郵
送
し
ま
す
。 

 

●
登
録
で
き
る
人 

　
居
住
地
、国
籍
、活
動
分
野
、資
格
、経
験
、実
績

な
ど
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、個
人
で
も
団
体

で
も
登
録
で
き
ま
す
。
な
お
、営
利
・
宗
教
・
政
治
活

動
を
目
的
と
し
た
場
合
や
公
序
良
俗
に
反
す
る
内

容
の
も
の
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
？ 

　
活
動
の
条
件
な
ど
の
人
材
情
報
は
「
人
材
バ
ン
ク

リ
ス
ト
」
と
し
て
各
公
民
館
な
ど
で
冊
子
と
し
て
公

開
さ
れ
る
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
等
の
項
目
は
公
開
・
非
公
開

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
以
下
略
） 

  

■
春
日
部
市
教
育
委
員
会
（
抜
粋
） 

　
社
会
教
育
課
で
は
、人
材
登
録
制
度
に
登
録
し
て

い
た
だ
い
た
方
た
ち
を
一
覧
に
ま
と
め
、市
内
各
公
民

館
・
小
中
学
校
等
に
配
付
し
、公
民
館
行
事
や
学
校
・

各
団
体
活
動
の
際
、活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
な
ど

が
あ
っ
た
と
き
に
、登
録
者
の
方
た
ち
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。 

 

・
春
日
部
市
生
涯
学
習
情
報
の
登
録
及
び
提
供
に

関
す
る
要
項 

第
１
条（
目
的
）　
こ
の
要
項
は
、市
民
の
学
習
活
動
、

文
化
活
動
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
の
生
涯
学
習
活
動

を
支
援
す
る
た
め
、地
域
の
指
導
者
に
関
す
る
情

報（
以
下
「
人
材
情
報
」
と
い
う
。）の
登
録
及
び
提

供
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。 

第
２
条（
登
録
対
象
）　
人
材
情
報
の
登
録
対
象
は
、

自
己
の
知
識
、技
能
等
を
市
民
の
生
涯
学
習
活
動

に
役
立
て
た
い
と
い
う
意
思
の
あ
る
個
人
と
す
る
。 

第
３
条（
登
録
の
手
続
き
）　
登
録
を
希
望
す
る
個

人
は
、春
日
部
市
生
涯
学
習（
人
材
）情
報
登
録

票（
様
式
第
１
号
）に
必
要
事
項
を
記
載
し
、社
会

教
育
課
長
へ
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
４
条（
登
録
の
受
理
）　
社
会
教
育
課
長
は
、前
条

の
規
定
に
よ
る
登
録
票
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、

第
２
条
で
規
定
す
る
登
録
対
象
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、受
理
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
５
条（
登
録
情
報
の
提
供
）　（
略
） 

第
６
条（
登
録
の
期
間
）　
登
録
の
期
間
は
３
年
間
と

す
る
。 

第
７
条（
登
録
の
変
更
）　（
略
） 

第
８
条（
登
録
の
取
消
）　（
略
） 

第
９
条（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
）　
登
録
情
報
の
提

供
に
あ
た
っ
て
は
、登
録
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵

害
し
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

自
治
体
の
協
力
の
も
と
に 

有
資
格
者
が
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
！ 

「
学
習
指
導
員
」
認
定
登
録
を
ス
タ
ー
ト
し
て
ま
も
な
く
１
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
機
関
紙
「W

e
W
e

」
創
刊
を

期
し
て
、文
部
科
学
省
を
は
じ
め
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
、さ
ら
に
は
各
市
の
教
育
委
員
会
へ
と
ご
挨
拶
を
兼
ね
て
「W

e
W
e

」

の
送
呈
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た（
現
在
も
そ
の
途
上
に
あ
り
ま
す
）
。
ま
た
同
時
に
、学
習
指
導
員
が
お
訪
ね
し
た
と
き
、ど
の
部

署
の
ど
な
た
が
応
対
し
て
く
だ
さ
る
の
か
も
お
尋
ね
し
て
お
り
、そ
の
回
答
が
日
々
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
今
回
は
、埼
玉
県
の
所
沢
市
教
育
委
員
会
と
春
日
部
市
教
育
委
員
会
（
社
会
教
育
課
）
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
回
答
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

全国の 
生涯学習指導員の 
みなさん！ 

全国の 
生涯学習指導員の 
みなさん！ 

人材情報登録票 

 1  大原出版株式会社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ http://www.o-hara.ac.jp/ 
 2  ㈱学文社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ http://www.gakubun.co.jp 
 3  ㈱建築資料研究社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ http://www.ksknet.co.jp 
 4  ㈱講談社フェーマススクールズ・・・・・・・・・ http://www.kfsnet.co.jp/ 
 5  ㈱週刊住宅新聞社・・・・・・・・・・・・・ http://www.shukan-jutaku.com 
 6  ㈱総通・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ http://www.666-666.co.jp/tu 
 7 ㈱電気書院通信電気学校・・・・・・・・・・・・・・・ http://www.tuden.co.jp 
 8 ㈱東京教育学院・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ http://www.hs-tkg.co.jp 
 9 ㈱東京書道教育会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ http://www.syodou.net 
 10 ㈱東京法経学院出版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ http://www.thg.co.jp/ 

 11 ㈱日本アロマコーディネータースクール・・・・ http://www.aroma-school.com/ 
 12 ㈱日本エディタースクール・・・・・・・・・・・・・・・ http://www.editor.co.jp 
 13 ㈱日本創芸教育・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ http://happy-semi.com 
 14 ㈱日本フローラルアート・・・・・・・・ http://www.nfa.co.jp/rakugaku/ 
 15 ㈱日本マンパワー・・・・・・・・・・ http://www.nipponmanpower.co.jp 
 16 ㈱バベル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ http://www.babel.co.jp 
 17 ㈱フローラ・アミ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ http://www.f-amie.com/ 
 18 ㈱代々木文化学園・・・・・・・・・・・・・・ http://www.bunkashodo.co.jp 
 19 ㈱ＲＡＪＡ（日本リフレクソロジー協会）・・・・・・ http://www.raja.co.jp/

（社）日本通信教育振興協会 正会員会社 ホームページアドレス一覧（五十音順） http://www.jais.or.jp





事務局報（2006年10月号） 
う　い う　い 

　総会・セミナーに続いて、プラザエフ８階スイセンで開催し

た懇親会のはじめに、浅井三郎会長は、以下のように挨拶

しました。 

 

　本日はご来賓として、文部科学省生涯学習政策局生涯

学習推進課民間教育事業振興室室長の濱口太久未様、

民間教育事業第一係係長の大坂香織様、同じく第一係の

萩原雅行様、また、社団法人全国産業人能力開発団体連

合会専務理事の本田一男様に、それぞれお忙しい中をご列

席賜りました。厚くお礼を申し上げます。 

　そして、会員・賛助会員をはじめ皆様にも、先ほど開催され

ました白石克己先生の「大学通信教育」についての有意

義なセミナー、およびこの懇親会にも多数ご参加くださいま

して、お礼を申し上げます。 

　さて本日、第11期の決算が承認され、第23回通常総会

が無事に終了致しましたところでございますが、今年の決算

は、前年までマイナスでありました当協会の事業収支が、今

年はプラスに転じました。 

　金額としてはまだ小さいのですが、収入も支出も増加し、

事業規模として増加を致したわけでございます。 

　これは、昨年から「学習指導員」が発足致しまして、学習

指導員養成講習の講習分担金収入と「学習指導員」の認

定登録料に係る収入が発生いたしたことによります。 

　また、4月には「学習指導員・機関紙」の「WeWe」の創

刊号が発行されて、各地の生涯学習センターなど、関係各

所に配布をいたしました。 

　この制度につきましては、取り組みもまだまだ不十分で、

やりたいこと、やらなければならないことも沢山ございますが、

先ずは、めでたく協会も参加各社もプラスの収支で出発で

きましたので、拡大・充実していけるものと希望をもっており

ます。今後は、さらにご理解を頂いて、先ずは会員社の参加

率を高めて、生涯学習の振興のために、この制度を推し進

めて参る覚悟でございますので、どうかよろしくご支援を賜り

ますようお願い申し上げます。 

　通信教育事業を取り巻く環境はまだまだ厳しいものがご

ざいますが、大局的には高齢化社会を迎えて、良質の生涯

学習の機会を提供する事業は発展するものと思います。 

　どうか、今日の懇親会が、皆様に、なにか良い情報をもた

らす場になりますことを期待しまして、ご挨拶に代えさせて頂

きます。ありがとうございました。 

 

　また、この場で、奥烈前理事に感謝状を贈りました。 

　乾杯のご発声は、全産能連の青木会長にお願いしました。 

 

6月14日(水)午後3時30分から、総会に引き続き、シャトレでセミナーを開催。 

「大学・大学院における遠隔教育の現状」 
講師：白石克己氏（佛教大学教育学部教授） 

　（社）日本通信教育振興協会は平成18年6月14日(水)午

後2時30分からプラザエフ４階シャトレで開催した。議題は、

平成17年度の①事業報告と②収支決算報告及び③役員

選任の件。すでに全会員に送付済みの議案書に基づき、

①②について常務理事が説明して承認を得、③について

は奥烈理事の退任に伴い、長尾浩章監事を理事に、賛助

会員の阿部啓二郎氏を監事に推薦し、満場一致、可決承

認しました。 

　この結果、役員構成は右の通りとなりました。 

通教振セミナー開催 

民間教育事業振興室室長を迎えて懇親会開催 

岩佐　健彦 

湯浅美代子 

常務理事 

浅井　三郎 

会長 

阿部啓二郎 鈴木　　尭 

監事 

青木　靖明 磐前羊一郎 

川勝　義秋 小島　康弘 

白石　克己 田中久米四郎 

長尾　浩章 

理事 

第23回通常総会報告 
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赤川　利幸 庭園技能講座 
安部　佳子 ガーデニング講座 
荒木　妙美 紅茶コーディネーター養成講座 
大内八千代 総合ペン習字講座 
上丸　　健 クリエイティヴ・アート・コース 
佐藤　　進 風景スケッチ講座 
鈴木　瀧子 総合書道講座 
円井シツイ パソコンワーク技能講座 

中村　　透 テープライター養成講座 
南里　高明 ホームページデザイナー養成講座 
三浦　　忠 似顔絵講座 
満岡　忠之 社会保険労務士最短合格講座 
武藤奈緒子 翻訳家養成講座 英語〈専科〉フィクション 
山口ゆかり ハーブコーディネーター養成講座 
吉田瑠海子 ヤング・アーチスト・コース 
渡辺　静枝 エッセイ講座 

 「まなびこそ輝くあなたの第一歩」とのキャッチフレーズを掲

げて、 第18回全国生涯学習フェスティバル実行委員会（事

務局：茨城県教育庁生涯学習課全国フェスティバル推進室）

が発足しました。 

　通教振は、この実行委員会が主催する「生涯学習見本市」

に出展し、「第18回生涯学習奨励賞表彰式」を主催すること

で、このフェスティバルに参加します。　 

 『生涯学習見本市』は会期いっぱい、ひたちなか市佐和の

笠松運動公園内球技場（まなび発見ステーション/まなび発見

パーク/常世のくにヴィレッジ）で開催され、通教振はＡ－６４の

小間に出展します。この小間では協会活動状況を展示紹介し、

「生涯学習奨励講座のご案内2007」「WeWe第２号」等を来

場者みなさんに配布、アンケート調査を実施する予定です。 

 『第18回生涯学習奨励賞表彰式』は、10月7日（土）午後2時

から、フェリヴェールサンシャイン（水戸市白梅）で挙行します。 

　この表彰式で受賞する方 は々次の通りです。（50音順） 

【文部科学大臣賞】１６名 

石井　隆二 ホームページデザイナー養成講座 
大久保　勉 土地家屋調査士実践答案練習科 
大野　　綾 さし絵ライター講座 
奥山　真澄 翻訳家養成講座　英語〈専科〉フィクション 
小澤　佳恵 クリエイティヴ・アート・コース 
菊池　正彦 ホームページデザイナー養成講座 
小西　良敬 クリエイティヴ・アート・コース 
品川　朋美 ガーデニング講座　 
柴田　祐子 ガーデニング講座 
庄司　広子 クリエイティヴ・アート・コース 
鈴木ケイ子 心の花便り講座 

千田　政見 総合書道講座 
鳥羽　礼子 ハーブコーディネーター養成講座 
永倉　喜代 紅茶コーディネーター養成講座 
西尾　　圭 クリエイティヴ・アート・コース 
羽鳥　崇子 総合ペン習字講座 
三輪　恒義 庭園技能講座 
森　　重三 家屋工事技師養成講座 
矢吹　哲雄 庭園技能講座 
山口　信子 翻訳家養成講座ドイツ語〈本科〉 
山下喜久男 氏姓を知る解明講座 
山田　隆啓 風景スケッチ講座 

【第１８回全国生涯学習フェスティバル実行委員会会長賞】２２名 

池田　寛乃 賞状書士養成講座 
稲垣万里子 エッセイ講座 
岡部美智子 クリエイティヴ・アート・コース 
金井　香里 翻訳家養成講座フランス語〈本科〉 
　澤　　誠 マンション管理士最短合格講座 
小松　優子 ホームページデザイナー養成講座 
酒井亜紀子 ガーデニング講座 
佐藤美律子 ガーデニング講座 
須藤　友子 ヤング・アーチスト・コース 
高萩　和男 漢字検定講座 
立野　裕紀 土地家屋調査士実践答案練習科 

田所　清美 翻訳家養成講座フランス語〈基礎科〉 
津田　奈奈 クリエイティヴ・アート・コース 
中久　喜登 空海を識る実践講座 
野口ヤスエ エッセイ講座 
ハザラティー智香　クリエイティヴ・アート・コース 
橋本　光恵 似顔絵講座 
森谷英里子 紅茶コーディネーター養成講座 
諸川みつえ ハーブコーディネーター養成講座 
山口　すみ 庭園技能講座 
吉留　千穂 プリザーブドフラワー講座 

【社団法人 日本通信教育振興協会会長賞】２１名 

第18回全国生涯学習フェスティバル“まなびピアいばらき2006” 
開催期間：10月5日(木)～9日(月)


